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1.はじめに 

周囲を海で囲まれている日本にとって，海洋資源は昔から人々の生活になくてはならないものである．そし

て現在，領海問題による資源の減少や天災・気候変動による被害・対策が注目されている．日本では，2007

年 4 月に「海洋基本法」が施行され，第 28 条では海洋に関する専門的な知識を持った人材の育成の重要性が

唱えられるようになり，海洋教育の実施基盤が整いつつある．持続可能な開発を達成しながらも海洋の利用・

管理を行う事は国際社会の中でも重要な問題であり，海洋管理のための人材育成プログラムの必要性は高い 1）． 

本研究では，自然環境に対する関心を喚起することを目的に高校生向けの環境教室を沖縄県石垣島において

行った．その際，専門的な知識をより定着させる方法として講師に参加者と近い目線である現役の大学生を採

用し，また実際に簡易の観測機器を使用する，体を使って経験してもらう等体験型の環境教室としてプログラ

ムを作成した．事前と事後に実施したアンケートを通し，環境教室直後の効果と環境に対する意識について考

察する． 

2.環境教室の実施場所 

環境教室は，沖縄県石垣島の吹通川マングローブ水域で実施した．石垣島吹通川を選定した理由は，これま

で多くの現地観測が実施されており，吹通川での水理特性に関する学術論文が多数存在するが，地元の住民や

子供たちにとってそうした事実が十分伝わっているとはいえないためである．また，吹通川のマングローブが

研究の対象として選択される理由は，石垣市という比較的交通の便利の良い都市域からのアクセスが良いにも

かかわらず，流域の開発が進んでおらず，流域のサイズも観測を行うのに大きすぎないためであるが，今後は

こうした立地を生かし，マングローブ研究のメッカとなるリサーチパークとしての可能性を持っており，この

地で環境教室を継続することがその礎になることを期待するからである． 

 

3.体験型環境教室のプログラム 

環境教室のプログラムについては，図-1 を参照されたい．環境

教室は吹通川でのマングローブ観察とは別に水中ロボットの作製

と海の観察も行った．我々大学生が講師として参加したマングロ

ーブ観察班は，吹通川現地にて 6 つのグループに分かれ水理現象

の仕組みについて説明した． 

環境教室を運営するにあたっては，「分かりやすさ」という点を

重視したため，実際に簡易の観測機器を使用し体験してもらうア

クティビティを各グループに導入した．これは，専門的な知識で

も実際に体験することにより理解が深まるのではないかという目

的である． 

環境教室の直前と直後に実施したアンケートは，環境教室へ参

加した参加者の志向の把握と科学的な理解が深まったかの確認に

行った．今後は，環境意識や生態系の科学的理解・価値認識，地

域への愛着が高まったか等を検証することを目的に，2015 年 2 月 図- 1 環境教室の募集要項 



に追跡アンケートを実施する予定である． 

4.環境教室の実施とアンケート結果 

環境教室はマングローブ観察班 10 名，水中ロボット作製班

10 名，計 20 名の生徒が参加した．当日は天候にも恵まれ，参

加した生徒は全てのプログラムを無事に終えることが出来た． 

環境教室の直前に実施したアンケートから，海洋への興味や

関心，海に行く頻度について問う設問結果を図-2 と図-3 に示

す．石垣島という恵まれた環境と海を対象にした環境教室への

参加者であるが，海に興味がある学生は半数程度であり，中に

は年に数回しか海を訪れない学生もいた． 

マングローブ観察の環境教室へ参加した学生に対する直後

に実施したアンケート結果の中いくつかを表-1 から表-2 にま

とめた．これは自由回答をいくつか抜粋したものである．環境

教室実施後のアンケートから，参加者全員が環境教室について

の感想は「良かった」と回答しており，今回の環境教室の評価

は高かった．表-1 から，環境教室を運営する際に重視していた

「分かりやすさ」という点が評価されていることが確認できる．

観測体験といったアクティビティに対するコメントが見られ，

こうした試みが高評価へと繋がったとものと推察される．また，

表-2 からは講師陣の対応も良いという結果が出ており，講師と

して高校生と近い目線である大学生を採用したことにより気

持ちに余裕が生まれ，このような結果になったのではないかと

考える．今後も環境学習教室等に参加したいかという質問に対して，参加者全員が「参加したい」という結果

となり，自然の仕組みや環境への関心を高めてくれたことがわかった． 

 

 

 

 

 

5.まとめ 

2015 年 2 月に追跡アンケートを実施するが，我々の活動が勉学や日ごろの行動にどのように波及したか把

握する予定である．また，来年度以降も環境教室が環境意識や生態系への科学的理解・価値認識，地域への愛

着等が高まる良い機会となることを目指し，プログラム内容の改善を行いつつ実施していきたい． 
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表-2 環境教室の講師陣・運営陣の対応について 

質問の返答もすぐに答えてくれてよかった． 

難しい言葉でもわかりやすく説明してくれた．楽しくやれた． 

丁寧に教えてくれた． 

気さくに話しかけてくれた． 

表-1 環境教室の感想 

パネル等を使用し実習も行いながらの分かりやすい 

説明だった． 

自然の原理を分かりやすい説明で学べた． 

説明が分かりやすかった． 

体験できるものもあって理解できた． 

大学生の説明が分かりやすくマングローブや 

月の引力関係を聞けた． 

島で住んでもわからないところなど色々教えてくれた． 

とても 

そう思う 

24% 

(4名) 

そう思う 

35% 

（6名） 

どちらで

もない 

41% 

（7名） 

図-2 事前アンケート「海に興味があるか」 

ほぼ毎日 

6% 

（1名） 

週に数回 

17% 

（3名） 

月に数回 

59% 

（10名） 

年に数回 

18% 

（3名） 

図-3 事前アンケート「海に行く回数」 
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